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英
語
圏
の
庶
民

は
風
邪
も
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
も
ま
と

め
て
「
フ
ル
」
と

言
う
。
メ
キ
シ
コ
発
の
Ｈ
１

Ｎ
１
の
新
型
は
、
関
西
で
の

急
速
な
拡
大
と
恐
ら
く
日
本

で
の
マ
ス
ク
騒
動
が
テ
レ
ビ

報
道
さ
れ
て
、
ま
る
で
日
本

発
の
疫
病
み
た
い
に
「
ジ
ャ

ポ
・
フ
ル
」
な
ん
か
と
呼
ば

れ
て
い
る
ら
し
い
。

　

元
来
、
鳥
は
他
の
動
物
よ

り
行
動
半
径
が
広
く
、
ウ
ィ

ル
ス
が
世
界
旅
行
に
便
利
使

い
し
て
い
た
が
、
今
や
人
間

と
商
品
が
航
空
機
で
移
動
し

ま
く
り
、
病
原
微
生
物
の
拡

散
を
助
け
て
い
る
。

　

マ
ス
ク
着
用
の
他
に
、
不

要
不
急
の
外
出
や
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
と
遠
方
汚
染
地
域
へ

の
参
加
自
粛
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
国
連
ご
っ

こ
を
は
じ
め
、
高
校
生
が
家

で
勉
強
す
る
よ
り
も
外
国
へ

出
か
け
る
機
会
の
多
さ
に
は

驚
か
さ
れ
る
。
費
用
負
担
す

る
親
達
は
、
給
食
費
も
払
え

な
い
親
達
と
は
別
の
勝
ち
組

の
親
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

豚
ウ
イ
ル
ス
ま
で
が
世
界

を
駆
け
巡
る
。
何
年
か
先
に

は
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
・
ウ

イ
ル
ス
が
流
行
し
て
ペ
ッ
ト

用
マ
ス
ク
が
品
薄
に
な
っ
た

り
、ペ
ッ
ト
・
ウ
エ
ア
業
界
が

慌
て
た
り
し
そ
う
で
あ
る
。

　

総
会
は
、
伊
津
進
弘
理
事

長
が
挨
拶
で
ス
ラ
イ
ド
を
交

え
て
情
勢
と
活
動
方
針
を
説

明
し
た
。

　

伊
津
氏
は
、
会
員
数
が
２

年
間
で
実
増
76
人
と
着
実
に

伸
び
て
い
る
こ
と
、
情
勢
に

つ
い
て
「
２
０
０
６
年
の
歯

科
医
療
費
は
２
０
０
１
年
か

ら
１
千
億
円
減
っ
て
、
国
民

医
療
費
に
占
め
る
割
合
は
７

・
６
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
低
下

し
た
。
レ
セ
プ
ト
点
数
も
減

側
一
雄

（
民
・
衆
）
長
安
豊
、
平
野

博
文
、
藤
村
修
（
同
・
参
）

尾
立
源
幸
、
松
岡
徹

（
共
・
衆
）
吉
井
英
勝
（
同

・
参
）
山
下
芳
生

（
社
民
・
衆
）
辻
元
清
美

に
は
志
岐
敬
氏
を
選
出
し

た
。

国
民
と
の
共
同
で
歯
科
医
療
の
改
善
を

混
合
診
療
拡
大
阻
止
な
ど
の
重
点
課
題
可
決

期
36
年
の
永
田
悦
夫
氏
を
顧

問
に
選
出
し
た
。
事
務
局
長

少
、
収
支
差
額
が
月
あ
た
り

４
万
円
下
が
っ
て
い
る
。
経

費
は
上
が
っ
て
お
り
、
歯
科

医
院
の
経
営
が
大
変
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
労
働

の
強
化
で
ま
か
な
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
保
団
連
の
労
働
実

態
調
査
を
も
と
に
「
歯
医
者

が
１
人
の
患
者
を
み
る
理
想

の
時
間
は
39
・
１
分
だ
が
実

際
は
25
・
４
分
で
診
療
し
て

お
り
、
こ
の
差
を
埋
め
る
に

は
１
医
院
あ
た
り
０
・
７

人
、
全
国
で
は
６
万
５
５
０

０
人
の
増
員
が
必
要
で
、
政

策
に
よ
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
歯

医
者
が
必
要
に
な
る
」
と
紹

介
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化
反
対
、

混
合
診
療
拡
大
阻
止
な
ど

活
動
の
重
点
課
題

　

活
動
の
重
点
に
、
①
医
療

費
総
枠
を
拡
大
し
て
患
者
負

担
を
引
き
下
げ
る
②
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
③
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
反

対
④
指
導
・
監
査
強
化
へ
の

対
応
⑤
混
合
診
療
拡
大
阻

止
、
選
定
療
養
に
反
対
す
る

⑥
大
阪
府
の
医
療
費
助
成
拡

充―
―

な
ど
を
挙
げ
、
国

民
、
医
療
界
と
の
共
同
を
広

げ
歯
科
医
療
の
改
善
を
目
指

す
、
協
会
活
動
の
方
針
を
示

し
た
。

　

名
誉
役
員
に
は
、
副
理
事

長
10
期
な
ど
協
会
活
動
歴
18

　

協
会
は
第
49
回
定
期
総
会
を
５
月
24
日
、
保
険
医
会
館
で
開
き
、
第
１
号
議
案
「
情
勢
、

２
０
０
７
・
２
０
０
８
年
度
活
動
の
ま
と
め
、
２
０
０
９
・
２
０
１
０
年
度
活
動
方
針
・
重

点
課
題
案
」、第
２
号
議
案「
２
０
０
８
年
度
決
算
報
告
案
」、「
２
０
０
８
年
度
監
査
報
告
」、第

３
号
議
案「
２
０
０
８
年
度
収
支
差
額
処
理
案
」、第
４
号
議
案「
２
０
０
９
年
度
予
算
案
」、第

５
号
議
案「
名
誉
役
員
、事
務
局
長
の
承
認
を
求
め
る
件
」を
す
べ
て
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

議
長
を
新
宅
雅
文
氏
、
副
議
長
を
平
川
光
彦
氏
が
務
め
、
会
員
、
役
員
32
人
が
出
席
し
た
。

議案に賛成の手をあげる参加者＝５月24日、保険医会館
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し
歯
が
あ
り
、
歯
科
治
療
に

行
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
伝

え
ら
れ
る
。
大
阪
の
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年

齢
が
低
す
ぎ
る
た
め
に
、
負

担
金
に
悩
む
母
親
が
、
ふ
と

負
担
金
を
下
げ
る
妙
案
を
思

い
つ
い
た
。
果
た
し
て
そ
の

方
法
と
は―

―

。

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
は
、
現
在
、
全
国
全
て
の

都
道
府
県
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
都
道
府
県
ご

と
に
大
き
な
格
差
が
あ
る
。

　

通
院
だ
け
で
も
、
東
京
都

で
は
中
学
校
卒
業
ま
で
助
成

さ
れ
る
が
、
大
阪
府
で
は
３

歳
未
満
と
ば
ら
ば
ら
だ
。
も

ち
ろ
ん
大
阪
府
は
全
国
最
低

で
あ
る
。
ま
た
府
下
の
市
町

村
で
も
、
上
は
富
田
林
市
の

小
学
校
３
年
生
ま
で
か
ら
、

池
田
市
や
守
口
市
、
四
条
畷

市
の
３
歳
未
満
ま
で
と
大
き

な
開
き
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
他
、
入
院
の
対
象
年
齢
や

窓
口
負
担
の
有
無
な
ど
、
自

治
体
に
よ
り
内
容
は
大
き
く

変
わ
る
。

　

番
組
で
は
、
こ
う
し
た
実

態
を
知
ら
せ
な
が
ら
、
最
低

で
も
対
象
年
齢
を
就
学
前
ま

で
無
料
と
す
る
国
の
制
度
の

必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

　

６
月
の
放
送
日
は
、
６
月

（
10
日
、
17
日
、
24
日
水
曜

午
後
５
時
15
分
か
ら
３
分
30

秒
、
サ
ン
テ
レ
ビ
）

　

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
、
医
療

の
大
切
さ
や
問
題
点
を
伝
え

る『
医
療
ど
ぉ
～
ナ
ル
』。歯

科
版
の
第
３
回
目
と
な
る
放

送
が
６
月
３
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。

大
阪
懇
話
会
と
し
て
上
京

し
、
大
阪
選
出
の
す
べ
て
の

国
会
議
員
に
要
請
し
た
。

　

国
会
内
集
会
で
山
上
副
理

事
長
は
、
近
畿
を
中
心
に
感

　

協
会
の
下
井
戸
昭
介
共
済

部
長
、
山
上
紘
志
副
理
事
長

は
じ
め
医
科
協
会
、
大
阪
労

働
組
合
共
済
会
、
大
阪
教
職

員
組
合
共
済
会
か
ら
７
人
が

染
が
拡
が
っ
て
い
る
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
開
業
医
の

役
割
に
つ
い
て
触
れ
た
。

　

疑
わ
し
い
症
状
が
表
れ
た

患
者
は
、
か
か
り
つ
け
の
医

師
を
受
診
し
て
初
め
て
感
染

の
可
否
が
判
明
し
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
万
一
、
医
師
自

身
が
感
染
し
休
業
し
た
場
合

の
保
障
は
患
者
を
受
け
入
れ

る
た
め
に
欠
せ
な
い
。
山
上

氏
は
「
我
わ
れ
の
休
業
保
障

共
済
制
度
は
会
員
だ
け
で
な

く
、
地
域
医
療
を
支
え
る
役

割
も
果
た
し
て
い
る
。
感
染

症
が
蔓
延
し
て
い
る
今
、
互

い
に
助
け
合
う
共
済
制
度
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
述

べ
、
各
団
体
の
共
同
で
全
て

の
自
主
共
済
の
適
用
除
外
を

勝
ち
取
ろ
う
と
訴
え
た
。

　

持
参
し
た
適
用
除
外
を
求

め
る
請
願
署
名
４
１
３
４
筆

は
、
面
談
し
た
吉
井
英
勝

（
共
・
衆
）、
山
下
芳
生

（
同
・
参
）
両
議
員
と
、
辻

元
清
美
（
社
民
・
衆
）、
梅

村
聡
（
民
・
参
）
両
議
員
秘

書
に
託
し
、
保
険
業
法
の
運

用
を
早
急
に
見
直
す
よ
う
要

望
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
共
済
救
済
の
た

め
の
法
案
に
つ
い
て

�

共
済
部
長
・
下
井
戸
昭
介

　

自
民
党
は
３
月
下
旬
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
共
済
存
続
の
た
め
の
法

案
骨
子
を
ま
と
め
た
。
こ
れ

は
運
動
の
前
進
面
の
一
つ
と

い
え
る
が
、
特
定
の
団
体
に

限
っ
た
法
案
の
検
討
は
、
国

・
金
融
庁
が
監
督
可
能
な
根

拠
法
の
中
に
既
存
の
共
済
制

度
を
押
し
込
め
よ
う
と
す
る

誘
導
の
側
面
が
あ
る
こ
と
に

留
意
が
必
要
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
済

も
法
案
に
よ
っ
て
行
政
の
監

督
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

こ
う
し
た
動
き
に
よ
っ
て
制

度
運
営
に
苦
慮
す
る
団
体
が

分
断
さ
れ
な
い
よ
う
動
向
を

注
視
し
た
い
。

　
「
共
済
の
今
日
と
未
来
を
考
え
る
懇
話
会
」は
５
月
21
日
、

自
主
共
済
の
保
険
業
法
か
ら
の
適
用
除
外
を
求
め
て
国
会
内

集
会
を
開
き
、全
国
の
地
域
懇
話
会
か
ら
80
人
が
参
加
し
た
。

適用除外求め国会内集会・議員要請
地域医療支える共済を守れ

共済の今日と未来を考える懇話会

協会ＴＶ番組
『医療どぉ～ナル』「
守
り
た
い
！
子
ど
も
の
健
康
」

６
月
３
日
か
ら
第
３
回
放
送
ス
タ
ー
ト

コント仕立ての撮影風景、出演者の
土田仁広報委員（左）と寺谷一紀アナ
ウンサー（右）　　　　　　　　　　

面談した吉井英勝議員（上、右から３人目）
と山下芳生議員（下、右から３人目）＝５月
21日、議員会館内　　　　　　　　　　　

第49回総会

健
四
郎
、
松
浪
健
太

（
公
・
衆
）
池
坊
保
子
、
北

（
自
・
衆
）
川
条
志
嘉
、
竹

本
直
一
、
中
山
泰
秀
、
松
浪

総
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
国
会
議
員

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

今
回
の
テ
ー
マ
は

『
守
り
た
い
！
子
ど

も
の
健
康
』と
し
て
、

医
療
費
助
成
制
度
の

都
道
府
県
や
市
町
村

に
よ
る
格
差
の
問
題

を
取
り
上
げ
た
。

　

導
入
部
分
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
は
、
小
学

校
で
歯
科
健
診
を
受

け
て
帰
っ
て
き
た
子

ど
も
か
ら
母
親
に
む


